
は
、
天
に
召
さ
れ
た
後
は
新
島
先
生
の
お
側
近
く

に
怜
る
こ
と
を
願
い
、
一
九
三
二
年
に
若
王
子
に

ヨ
セ
フ
会
の
墓
地
を
確
保
。
今
日
に
至
る
ま
で
個

人
名
義
で
管
理
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在

会
員
の
多
く
が
八
十
歳
を
超
え
る
一
局
齢
に
な
り
、

個
人
的
に
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て

き
た
た
め
、
ヨ
セ
フ
会
か
ら
の
要
請
に
ょ
り
十
月

三
十
一
日
か
ら
同
志
社
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
第
十
九
回
東
京
新
島
講
座

十
月
三
日
に
第
十
九
回
東
京
新
島
講
座
公
開
講

演
会
が
有
楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
東
京
新
島
講
座
は
例
年
十
月
に
行
わ
れ
、

今
回
は
落
合
仁
司
大
学
経
済
学
部
教
授
と
尾
崎
寔

女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ソ

ド
ツ
ク
ス
と
は
何
か
」
、
「
人
生
八
十
年
時
代
の
シ

エ
イ
ク
ス
ピ
ア
L
 
の
演
題
で
講
演
し
、
講
演
の
記

録
は
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。

第
二
十
三
回
新
島
講
座

十
月
五
日
大
学
尋
真
館
十
月
六
日
大
学
神
学

館
礼
拝
堂
に
お
い
て
第
一
十
三
回
新
島
講
座
が
行

わ
れ
た
。
講
師
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授

で
あ
り
日
産
日
本
研
究
所
所
長
の
ジ
エ
ー
ム
ス
.

ア
ー
サ
ー
.
ス
ト
ッ
ク
ウ
ィ
ン
氏
で
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
「
集
中
か
分
岐
か
1
 
九
九
年
代
に
お
け

法
人
部

同
志
社
ヨ
セ
フ
会
墓
地
を
同
志
社
が
管
理

こ
の
た
び
、
学
校
法
人
同
志
社
が
「
襄
会
」
ヨ

セ
フ
会
)
の
墓
地
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヨ
セ
フ
会
は
創
立
者
新
島
襄
の
精
神
と
そ
の
よ
っ

て
た
っ
キ
リ
ス
ト
の
命
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

法
学
部
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
学
生
を
中
心
に
組
織
さ

九
年
の
同
会
発
会
式
に

れ
た
グ
ル
ー

は
海
老
名
弾
正
総
長
も
出
席
し
た
。
聖
書
研
究
の

会
と
し
て
の
活
動
と
と
も
に
実
践
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
た
ヨ
セ
フ
会
の
会
員

四

る
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
比
較
1
」
「
政
党
の
現

状
1
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
の
考
察
」
と
題
し
て
行

、ノ

わ
れ
、
現
代
日
本
政
治
を
イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ

ハ
と
比
較
し
て
、
広
義
の
政
治
勢
力
の
集
中
と
分

岐
政
党
の
意
義
政
治
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
た
。
現
代
日
本
政
治
の
研
究
で
著

名
な
同
氏
は
毎
年
の
よ
う
に
来
日
し
て
ぃ
る
知
日

派
の
政
治
学
者
で
あ
り
、
今
回
の
講
演
は
日
本
語

で
行
わ
れ
た
講
演
の
記
録
は
追
っ
て
出
版
の
予

定
で
あ
る

第
二
十
四
回
新
島
講
座

ト
リ
ー
ア
大
学
教
授
で
前
現
象
学
会
長
の
エ
ル

ン
ス
ト
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
オ
ル
ト
氏
を
お
迎

え
し
て
、
十
月
二
十
日
大
学
恵
道
館
十
月
一
十

日
大
学
神
学
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
第
卜
四
回

新
島
講
座
が
行
わ
れ
た
第
一
回
講
演
は
「
文
化

と
時
間
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
文

化
概
念
の
起
源
を
探
究
し
、
文
化
と
は
そ
も
そ
も

魂
の
耕
作
で
あ
り
、
祠
時
に
わ
た
し
た
ち
の
時

問
意
識
に
ょ
っ
て
形
態
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
第
二
回
講
演
は

近
代
の
文
化
概
念
1
自
然
哲
学
と
認
需
1
し
と

題
し
て
行
わ
れ
、
近
代
の
文
化
概
念
に
つ
ぃ
て
十

九
世
紀
後
半
に
研
究
さ
れ
た
文
化
哲
学
に
お
け
る

「
自
然
」
と
「
文
化
」
の
概
念
か
ら
変
形
を
経
た
文

一
"
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化
哲
学
に
関
す
る
考
察
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
講

演
の
記
録
は
追
っ
て
出
版
の
予
定
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

黒
社
大
学
名
誉
教
授
橋
本
静
估
氏
が
勲
三
等

旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
十
月
十
日
国
立
劇

場
大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
ま
た
、
法
人

同
志
社
監
事
中
野
淑
夫
氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
、
十
一
月
十
一
日
皇
居
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

大
学

ア
メ
リ
カ
研
究
所
設
立
四
十
周
年

ア
メ
リ
カ
に
発
達
し
た
学
術
、
文
学
、
希
な

ど
、
広
く
文
化
般
に
つ
い
て
の
研
究
と
そ
の
普

及
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
研
究
所

九
九
八
年
度
で
四
十
周
年
を
迎
え
、
東
京
大

は学
ア
メ
リ
カ
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
と
並
ぶ
、
日
本

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
研
究
の
一
大
拠
点
に
成
長
し

た
。
四
十
周
年
に
あ
た
る
九
八
年
度
、
研
究
所
で
は

ア
メ
リ
カ
研
究
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
そ

の
意
義
を
再
確
認
し
、
来
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
研
究

へ
の
展
望
を
拓
く
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
六
月
に
は
本
間
長
世
成
城
学
園
学
園
長
(
東

京
大
学
名
誉
教
授
)
を
お
迎
え
し
て
、
「
ア
メ
リ
カ

の
意
味
1
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
」
と
題
す
る
公

開
講
演
会
を
開
催
十
月
七
日
に
は
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
高
等
研
究
所
の
ジ
ョ
ー
ン
・
ス
コ
ツ
ト

教
授
を
招
い
て
、
「
女
で
あ
る
こ
と
の
パ
ラ
ド
ツ
ク

ス
ー
フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
を
読
み
直
す
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
公
開
講
演
会
を
行
っ
た
ほ
か
、
同
月

九
日
、
栄
光
館
で
、
駐
日
米
国
大
使
ト
ー
マ
ス
.

S
.
フ
ォ
ー
リ
ー
氏
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
政
治
と

開
か
れ
た
政
府
L
と
題
し
た
需
会
を
開
催
し
た
。

な
お
、
講
演
会
に
先
立
ち
、
十
五
期
三
十
年
問
に

わ
た
っ
て
下
院
議
員
を
務
め
、
九
七
年
か
ら
現
職

続
か
れ
た
大
使
の
長
年
に
わ
た
る
日
米
交
流

へ
の
貢
献
と
、
類
ま
れ
な
学
識
に
対
し
て
、
黒

社
大
学
名
誉
文
化
博
士
の
学
位
が
贈
呈
さ
れ
た
。

(
グ
ラ
ビ
ア
に
関
連
記
事
)

田
辺
別
館
増
築
・
改
修
お
よ
ぴ
多
目
的
ホ

ー
ル
改
修
工
事

咋
年
打
に
着
工
し
た
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
の
施

ル
収
拡
充
工
事
が
完
了
し
、
九
月
三
十
日
に
竣
工
式

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
生
数
が
増
え
て
施
設
が
不
足
気
味
に
な

つ
て
き
た
こ
と
や
、
学
生
の
課
外
活
動
の
場
が
田

辺
へ
と
移
り
つ
っ
あ
る
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ

る
。
こ
の
工
事
に
ょ
り
田
辺
別
館
に
は
天
井
高
が

七
.
-
m
の
空
問
を
持
っ
ラ
ウ
ン
ジ
が
新
設
さ
れ

た
ほ
か
、
演
劇
室
・
合
唱
室
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
さ
の
会
議
室
五
室
と
和
室
が
増
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
従
来
の
ロ
ビ
ー
を

ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
拡
張
し
た
ほ
か
、
雨
の
日
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
隣
接
す
る
食
堂
棟
と
渡
り
廊

ド
で
結
ぱ
れ
、
憩
い
の
場
を
求
め
る
学
生
で
賑
わ

つ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ワ
1
の
開
設

心
静
か
な
ひ
と
と
き
と
し
て
祈
り
の
時
問
と
空

間
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
十
月
八
日
か
ら
同
志

社
礼
拝
堂
を
開
放
し
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ヨ
ン
.
ア

ワ
1
 
(
腹
想
の
時
問
)
を
試
み
に
設
け
た
。
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
十
三
時
か
ら
十
三
時
四
十
分
ま

で
の
四
十
分
間
、
毎
日
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が
流
れ

る
。
学
内
教
職
員
・
学
生
に
限
ら
ず
、
一
般
の
方

も
自
由
に
人
場
可
。

「
新
島
襄
に
送
ら
れ
た
手
紙
」
展

書
簡
の
人
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
数
多
く
の
手
紙

を
書
い
た
新
島
襄
。
一
方
、
新
島
が
受
け
取
っ
た

手
紙
の
差
出
人
の
多
く
は
教
え
子
を
は
じ
め
と
す

る
同
志
社
関
係
者
や
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
大
学

設
立
資
金
運
動
協
力
者
で
、
現
存
す
る
だ
け
で
和

文
九
門
九
十
通
英
文
四
再
八
十
通
に
ヒ
る
今

回
は
そ
の
う
ち
和
文
、
英
文
書
簡
約
百
六
十
通
を

↓
工
m
r
》
↓
m
仂
↓

O
o
m
工
一
m
エ
ン

95

ノ、



展
示
。
当
時
の
唯
の
通
佑
手
段
で
あ
っ
た
手
紙

を
通
し
て
新
島
の
人
問
関
係
や
そ
の
つ
な
が
り
が

う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

展
示
場
所
/
Z
究
m
一
ヨ
伽
え
8
ヨ
(
今
出
川
校

.

地
・
ハ
リ
ス
理
化
学
館
二
階
)

展
示
期
間
/
三
月
二
十
日
(
土
)
ま
で

.

開
室
時
問
/
九
時
十
分
S
十
七
時
(
月

.

S
金
)
、
九
時
十
分
S
十
時
(
士
)
、
十

時
S
十
七
時
百
)

文
学
部
三
年
次
編
入
学
試
験
/
一
九
九
九

年
度
か
ら
専
修
学
校
専
門
課
程
修
了
者
に
門

戸
を
開
放

文
学
部
教
授
会
で
は
一
九
九
九
年
度
の
第
三

年
次
編
入
学
試
験
か
ら
、
専
修
学
校
専
門
課
程
修

了
者
(
修
了
見
込
み
者
を
含
き
で
、
修
業
年
限

年
以
上
、
総
授
業
時
間
千
七
百
時
間
以
上
の
者

に
、
受
験
の
道
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
広
く

受
験
の
機
会
を
設
け
、
明
確
な
目
標
と
旺
盛
な
学

習
意
欲
を
持
っ
方
々
に
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
学
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。
一
九
九

九
年
度
編
入
学
試
験
に
は
英
文
学
科
一
人
、
文
化

学
科
(
哲
学
及
倫
理
学
専
攻
・
心
理
学
専
攻
.
国

文
学
専
攻
)
四
人
、
社
会
学
科
(
社
会
学
専
攻
.

社
会
福
祉
学
専
攻
)
五
人
が
入
学
を
志
願
し
た
。

を
得
た

者
が
あ
っ
た
。
応
募
は
全
国
に
わ
た
っ
て
お
り
、

海
外
の
高
校
出
身
者
の
出
願
も
昨
年
の
卜
人
を
し

同
る
十
七
人
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
募
集
人
数
を

増
や
し
た
商
学
部
と
と
も
に
、
工
学
部
全
体
で
志

願
者
が
四
十
八
人
(
昨
年
二
十
人
)
と
大
幅
に
増

加
し
た
。

最
終
合
格
者
は
七
十
六
人
祚
年
は
五
十
人
)

で
、
現
役
六
十
八
人
、
既
卒
八
人
と
な
っ
て
ぃ
る
。

最
高
倍
率
は
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
の
十
六
.
五

倍
で
、
平
均
倍
率
は
四
・
四
倍
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

今
回
は
商
業
高
校
出
身
者
が
七
人
工
業
高
校
出

身
者
が
四
人
、
そ
れ
ぞ
れ
商
学
部
と
工
学
部
に
合

格
し
た
。
昨
年
同
様
様
々
な
活
動
歴
や
才
能
、

ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
を
持
っ
た
人
達
が
多
数
合
格
し

て
お
り
、
入
学
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
七
十
六
人
中
七
十
人
が
入
学
手
続
を
完

了
し
た「
新
島
品
庫
」
資
料
を
電
子
化

社
史
資
料
室
で
は
創
立
百
二
十
五
周
年
黒
事

業
の
環
と
し
て
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
の
電
子

化
作
業
を
十
一
月
か
ら
開
始
し
た
。
新
島
遺
品
庫

に
は
新
島
の
書
簡
、
日
記
、
ノ
ー
ト
類
説
教
.

演
説
草
稿
、
「
外
国
人
雇
用
願
い
し
な
ど
の
校
務
文

晝
そ
の
他
の
遺
品
を
中
心
に
新
島
家
関
係
文
晝

創
没
期
の
伺
志
社
関
係
文
書
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て

A
0
入
試
の
結
果

十
一
月
十
九
日
、
一
九
九
九
年
度
ア
ド
ミ
ッ
シ

ヨ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
方
式
に
ょ
る
入
学
者
選
抜

(
A
0
入
試
)
の
結
果
七
十
六
人
の
合
格
者
を
発

表
し
た
。
実
施
二
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
の
二
百

九
十
人
を
大
幅
に
上
回
る
三
百
三
十
五
人
の
志
願

「
同
志
社
熊
本
講
座
」
開
催

十
一
月
三
日
、
熊
本
テ
ル
サ
.
ホ
ー
ル
に
お
)し

て
同
志
社
大
学
・
女
子
大
学
の
共
催
に
ょ
り
同

志
社
熊
本
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
両
大

学
の
教
育
研
究
活
動
の
成
果
を
関
西
地
域
に
と
ど

ま
ら
ず
全
国
規
模
で
広
く
社
会
に
公
開
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
東
京
講
座
に
続
き
、
熊
本
で
の
講

座
が
実
現
し
た
。
講
座
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
歴

史
に
学
ぶ
も
の
し
。
八
田
英
二
大
学
長
、
大
橋
寿
美

子
女
子
大
学
長
の
挨
拶
の
後
、
朧
谷
寿
女
子
大
学

教
授
に
ょ
る
「
平
安
京
と
そ
の
文
化
1
都
と
諸
国

森
浩
一
大
学
教
授
に
ょ
る
「
考
古
学
か
ら
み

、

」
た
日
本
文
化
1
熊
本
の
特
色
を
さ
ぐ
る
ー
し
と
題

し
た
講
義
が
各
々
九
十
分
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
講
座
開
催
に
向
け
て
校
友
会
熊
本
県
支
部
、

同
窓
会
熊
本
支
部
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
両
大
学
の
卒
業
生
を
は
じ
め
、
高
校
生
か
ら

高
齢
の
一
般
市
民
ま
で
約
四
百
人
に
及
ぷ
受
講
者

「



い
る
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
約
万
千
九
肖
点
を

年
か
け
て
電
子
化
(
コ
マ
数
に
し
て
約
三
万
三

下
)
し
て
い
く
f
定
屯
f
化
に
あ
た
っ
て
は
、

ル
倉
院
収
蔵
史
料
な
ど
の
電
子
化
の
高
度
な
技
術

や
突
績
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
商
品
質

で
繊
細
な
画
像
デ
ー
タ
が
期
待
さ
れ
る
電
子
化

さ
れ
た
デ
ー
タ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し

て
身
近
に
兄
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

私
立
大
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
サ
テ
ラ
イ
ト
事

業
(
衛
生
通
信
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
の
選
定

を
受
け
る

文
部
省
よ
り
「
私
学
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
サ
テ
ラ
イ

ト
事
業
(
衛
星
通
信
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
」
の
選
定

を
受
け
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
大
学
な
ど
、
研
究

機
関
の
間
希
星
通
信
を
利
用
し
て
授
業
な
ど
を

側
亙
に
交
換
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
メ
デ
ィ
ア
教

育
開
発
セ
ン
タ
ー
の
璽
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
す
る
も
の
。
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

は
、
」
局
等
教
育
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
の
中
核
的
機
関
と
し
て
設
匙

さ
れ
た
国
立
の
共
判
用
機
関
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業
、
メ
デ
ィ
ア
教
材
開
発
事
業
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
曾
通
仏
大
学
問
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

事
業
も
そ
の
一
っ
現
在
、
国
立
大
学
を
中
心
に

私
学
を
含
め
て
約
阿
機
関
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参

加
し
て
い
る

本
学
て
は
機
器
を
張
館
番
教
室
に
設
置
す

る
予
定
で
、
複
数
大
学
問
あ
る
い
は
複
数
の
キ
ャ

ン
ハ
ス
問
で
り
ア
ル
タ
イ
ム
な
授
業
交
換
合
同

の
シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
が
可
能
と
な
る

「
ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ユ
ー
マ
ン
ケ
ア
.
サ
ボ

ー
ト
研
究
機
構
」
が
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
拠
点
の
選
定
を
受
け
る

九
九
七
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
文
部
省
の

叫
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
挑
進
事
業
」
に
咋
年
新
た
に

人
文
、
社
会
科
学
の
研
究
領
域
へ
の
支
援
轟
加

さ
れ
、
文
学
研
究
科
に
お
け
る
心
理
学
、
社
会
福

祉
学
の
研
究
器
と
、
保
健
体
育
研
究
室
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
学
際
領
域
か
ら
組
織
し
た

ト
ー
タ
ル
・
ヒ
ユ
ー
マ
ン
ケ
ア
.
サ
ポ
ー
ト
研
究

機
構
」
が
そ
の
避
定
を
受
け
た
。
こ
の
研
究
機
構

は
少
了
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
,
こ
こ
ろ
0
 
と

。
か
ら
だ
0
の
生
涯
健
康
教
育
に
関
す
る
多
允
的
研

究
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

て
、
と
く
に
少
十
高
齢
化
や
、
青
少
年
に
関
す
る

社
会
問
題
を
多
角
的
な
観
点
か
ら
捉
え
、
具
体
的

な
改
善
策
を
見
出
し
提
案
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

九
九
八
年
度
か
ら
二
0
0
二
年
度
ま
で
の
五
年

問
に
わ
た
っ
て
研
究
が
行
わ
れ
る
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
は
礼
会
的
養

O
o
m
工
一
m
エ
ン

成
か
強
い
重
要
課
題
に
つ
い
て
将
来
の
研
究
発
展

が
期
待
さ
れ
る
卓
越
し
た
研
究
組
織
を
支
援
し
、

内
外
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
を
推
進
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
私
立
人
学
に
お
い
て
は
研
究
基

盤
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る

な
お
、
当
烹
米
が
開
始
さ
れ
た
咋
年
度
に
は
上

学
研
究
科
が
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
拠
点

と
し
て
選
定
を
受
け
て
い
る
。

女
子
大
学

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
公
演
,
刀
0
ヨ
Φ
o
 
m
コ
Q

L
三
一
Φ
一
(
ロ
ミ
オ
と
ジ
ユ
リ
エ
ッ
ト
)
"

学
巷
添
英
紅
塑
父
学
科
.
年
・
四
年
次
の
二

年
間
に
わ
た
っ
て
シ
エ
イ
ク
ス
ヒ
ア
の
作
品
を
学

び
、
一
為
で
L
演
す
る
企
画
か
ら
、

,
一
1
 
」
」
、
"
一

明
、
キ
ャ
ス
ト
、
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
に
全
る

、ノ

ま
で
す
べ
て
学
牛
、
の
手
に
ょ
っ
て
h
わ
れ
る
第

四
十
八
同
倒
を
迎
え
る
今
年
度
は
十
一
 
N
六
Π

(
金
)
、
七
口
(
t
)
の
日
問
に
わ
た
り
新
島
'

念
゛
堂
に
て
"
え
0
ヨ
8
N
コ
ユ
、
三
一
忠
(
ロ
ミ
オ
と

ジ
ユ
リ
エ
ッ
ト
)
0
を
禽
各
方
而
か
ら
刷
い
評

価
を
得
て
公
額
は
成
功
を
収
め
た

↓
工
m
 
r
》
↓
m
仂
↓
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ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
公
演

"
ヌ
Φ
Φ
コ
Q
 
ヌ
て
Φ
三
"

短
期
大
学
部
英
米
語
科
の
授
業
「
英
米
語
特
殊

研
究
(
英
語
音
声
身
体
表
現
研
究
)
」
で
、
英
語
の

発
声
や
発
音
と
身
振
り
や
視
線
の
取
り
方
な
ど
の

身
体
表
現
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
異
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
学
生
た
ち
が

ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
す
る
全
貝
が
キ
ャ
ス
ト

と
し
て
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
 
A
D
、
器
、

音
楽
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
人
役
も
二
役
も

こ
な
す
十
回
目
と
な
る
今
年
度
は
十
二
月
十

七
日
(
木
)
新
島
記
今
叢
呈
に
て
;
冨
旦
区
冨
て

全
二
0
 
を
上
演
し
た
。

日
本
語
日
本
文
学
科
公
開
講
座

今
回
で
十
回
目
と
な
る
公
開
講
座
を
十
月
二
十

日
(
水
)
新
島
記
今
趣
呈
に
て
開
催
し
た
。
講

師
に
現
代
日
本
証
盟
子
の
分
野
よ
り
フ
ィ
ア
ラ
.
カ

レ
ル
氏
(
福
井
県
立
大
学
教
授
)
を
招
き
、
プ
ラ
ー

グ
学
派
の
F
S
P
論
か
ら
見
た
日
本
語
の
情
級
構

造
と
い
う
テ
ー
マ
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

白
楽
学
科
公
開
レ
ッ
ス
ン

,
台
の
ピ
ア
ノ
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き

を
引
き
出
し
、
歌
詞
の
一
諌
を
強
め
る
才
能
は
、

絶
頂
期
の
ジ
エ
ラ
ル
ド
・
ム
ー
ア
に
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
0
 
と
も
評
さ
れ
る
ロ
ビ
ン
・
ボ
ー
マ
ン
氏

(
ヒ
ア
ニ
ス
ト
)
を
訥
師
に
招
き
、
作
奏
ヒ
ア
ニ

ス
ト
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
ハ
ム
開
レ
ッ
ス
ン
」

を
開
催
し
た
。
開
催
日
は
十
一
月
四
日
(
水
)
場

所
は
頌
啓
館
。

日
楽
学
科
定
期
演
奏
会

第
二
十
八
回
定
期
演
奏
会
を
十
二
月
六
日
(
旦

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
(
大
ホ
ー
ル
)
に
て
開

催
し
た
。
出
演
は
音
楽
学
科
合
唱
団
と
管
弦
楽
団

で
、
小
島
千
絵
子
の
「
小
ミ
サ
」
他
、
り
ス
ト
の

交
響
詩
「
前
奏
曲
」
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第

9
番
ホ
短
調
「
新
伊
界
」
が
演
奏
さ
れ
た
。

短
期
大
学
部
公
開
講
演
会

十
二
月
二
日
(
水
)
新
島
記
今
掘
呈
に
て
、
講

師
に
フ
エ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
井
上
摩
耶

子
氏
を
迎
え
て
開
催
し
た
。
演
題
は
「
自
己
尊
重

し
て
生
き
る
1
対
人
関
係
に
お
け
る
女
性
の
悩
み

1
」
。
氏
は
、
一
九
九
五
年
九
月
に
ス
タ
ッ
フ
十
六

人
で
、
女
性
に
ょ
る
女
性
の
た
め
の
「
ウ
ィ
メ
ン

ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
」
を
開
設
。
個
人
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
他
に
「
自
分
を
好
き
に
な
る
琵
L

を
開
い
た
り
、
摂
食
障
害
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ

た
り
し
て
い
る
0

「
同
志
社
女
学
校
と
朝
鮮
」
展

同
志
社
女
子
専
門
学
校
は
一
九
一
年
代
以

来
、
朝
鮮
か
ら
著
名
な
作
家
金
末
峰
を
始
め
多
く

の
留
学
牛
を
迎
え
た
ま
た
淑
明
女
学
校
創
立
に

か
か
わ
っ
た
淵
澤
能
恵
は
同
志
社
女
学
校
出
身
で

あ
り
、
女
専
教
授
柳
宗
悦
・
兼
子
夫
妻
は
魏
と

深
い
関
係
を
も
っ
た
。
一
九
九
八
年
か
ら
ソ
ウ
ル

女
子
大
学
と
本
学
の
相
亙
交
流
が
始
め
ら
れ
た
の

を
機
会
に
祭
の
展
示
を
企
画
し
た
。

展
木
場
所
/
頌
美
館
(
今
出
川
)
史
料
室

.

展
尓
期
問
/
七
月
三
十
日
(
金
)
ま
で

.

展
尓
時
問
/
十
時
S
十
六
時
(
月
S
金
)

.

メ
ル
ボ
ル
ン
・
ウ
エ
ス
リ
ー
高
校
生
来
校

十

九
月

日
月

生
徒
九
人
(
女
子
六
人
・
男
子
三
人
)
付
添
ク

レ
ア
ー
・
ク
ー
ハ
ー
先
生
、
十
月
十
日
ま
で
滞
在

十
月
一
日
咽
S
五
日
⑪

石
倉
祭

十
月
十
六
日
倒

入
試
説
明
会

黒
社
中
学
校
以
外
の
中
学
校
対
象

問
試
験
十
月
二
十
一
日
姻
S
二
十
六
B
側

十
月
二
十
四
日
出

入
試
説
明
会

同
志
社
中
鞍
以
外
の
保
馨
対
象

十
月
二
十
九
日
困

人
権
学
習

午
後
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
。
生
徒
は
事

高
等
学
校
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後
感
想
文
提
出
。

一
年
ビ
デ
オ
「
お
会
い
し
ま
せ
ん
か
?

映
画
「
、
フ
ラ
ス
ノ
.
」

一
一
ノ
」

香
里
中
高

第
三
回
夏
期
カ
ナ
ダ
語
学
研
修

本
年
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
五
十
五
人
が
、
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
で
二
十
八
人
が
研
修
。
七
月
三
十
一
 
R

午
後
鬨
西
国
際
空
港
発
、
シ
ア
ト
ル
国
壌
工
港
到

着
後
バ
ス
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
レ
ス
ブ
リ
ツ
、
シ

゛
、ノ

に
分
か
れ
る
。
八
月
十
七
日
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
。

十
八
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
組
は
ビ
ク
ト
リ
ア
を
、
レ

ス
プ
リ
ッ
ジ
組
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
を
見
学
。

十
日
シ
ア
ト
ル
で
合
流
、

日
知
国
。

文
化
祭

九
月
十
 
H
水

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
R
E
D
 
こ
れ
は
冉
代
の

錬
金
準
は
錬
金
の
工
程
を
色
の
変
化
に
ょ
っ
て

黒
、
ロ
、
黄
、
赤
の
四
段
階
に
分
け
、
赤
が
完
成

し
た
姿
で
あ
る
、
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。
前
日
は

台
風
襲
来
で
朧
休
校
と
な
っ
た
た
め
展
示
の
開

始
は
遅
れ
た
が
、
誠
堂
で
の
催
し
物
な
ど
は
予
定

通
り
進
行
。
祝
日
で
女
十
中
局
生
の
来
場
が
多
く

南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
の
体
椴
」

東
史
郎
(
旧
軍
△

在
日
を
生
き
る
」
林
美
佳
(
卒
業
生
)

日
本
に
お
け
る
子
ど
も
の
椛
利
条
約
の

浸
透
状
況
」
岩
佐
嘉
彦
(
弁
護
士
)

女
性
と
し
て
働
き
な
が
ら
生
き
る
こ
と
し

宮
地
光
子
(
弁
準
)

進
学
説
明
会

十
月
十
一
円
団

同
志
社
中
学
校
二
年
生
保
護
者
対
象

宗
教
週
間

十
一
河
二
日
側
S
七
日
幽

訥
師
・
一
ブ
ー
マ

い
の
ち
忠
み
L
大
澤
竺
紫
野
教
会
牧
師
)

出
会
う
と
い
う
こ
と
」

士
肥
謙
一
郎
(
城
陽
局
校
教
諭
)

最
高
の
愛
に
活
か
さ
れ
て
」
野
村
祐
之
(
青
山

学
院
大
学
・
早
稲
田
大
W
玉
師
)

ネ
ギ
を
植
え
た
人
」
藤
原
史
朗
(
市
立
尼
崎
高

校
教
諭
・
西
宮
聖
光
教
会
副
牧
師
)

保
護
者
面
談

月
六
日
圈

教
職
員
修
養
会

月
十
四
日
佃

こ
れ
か
ら
の
同
志
社
教
育
・
礼
拝
を
め
ぐ
っ
て

1
同
志
社
高
校
の
場
合
1
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
山
崎

穫
長
の
発
題
で
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
器
。

期
末
試
験

十
二
打
一
 
H
働
S
五
日
山

オ
ー
ベ
ン
ロ
ー
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
来
校

十
月
六
日
W

テ
ン
マ
ー
ク
南
部
に
あ
る
オ
ー
ベ
ン
ロ
ー
」
局
校

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
が
来
校
し
、
全
校
生
を
前

に
演
奏
を
行
っ
た
。
初
め
て
の
日
本
で
四
蔆
旅

h
の
環
で
部
員
生
徒
三
十
紅
人
は
同
志
社
高

校
の
生
徒
や
教
職
員
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
、
国

際
親
善
と
友
好
を
深
め
た

韓
国
の
呉
養
鍋
教
授
に
よ
る
特
別
授
業

十
一
月
五
日
困

韓
国
の
イ
ン
チ
ョ
ン
(
十
川
)
大
学
校
教
授
で
、

来
日
中
の
呉
養
鍋
(
オ
・
ヤ
ン
ホ
)
京
大
客
員
教

授
に
ょ
る
特
別
授
業
(
卸
乍
キ
リ
ス
ト
教
学

逃
択
ク
ラ
ス
)
が
あ
た
韓
国
文
学
界
の
第
一

線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
文
学
名
で
も
あ
る
教
授

は
、
 
R
本
の
植
民
地
時
代
に
活
躍
し
た
韓
国
の
国

民
的
詩
人
で
あ
る
娜
芝
溶
(
チ
ョ
ン
・
、
シ
ヨ
ン
)

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
人
物
と
作
品
を
紹
介
さ
れ
た
。

郷
需
は
一
九
二
●
年
代
に
同
志
社
大
学
に
留

学
。
代
表
作

ウ
鴨
川
は
、

現
在
で
も
韓
鬮
の
歌

僑
岫
に
ょ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
の
悦
明
が
あ

り
、
生
徒
一
同
は
多
大
の
感
銘
を
受
け
た

以
上
の
二
件
は
い
ず
れ
も
京
都
新
聞
忍
貞
付

き
で
桜
じ
ら
れ
た
。

O
o
m
工
一
m
l
》

蔀
演

↓
工
m
 
r
)
↓
m
m
↓
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女
学
校
に
な
っ
蠢
が
あ
っ
た

中
学
修
学
旅
行
十
月
二
十
三
日
圈
S
 
十
六
日
卿

日
新
自
學
園
に
て
礼
拝
後
、
,
爰
中
市
内

十

見
学
、
塩
沢
泊
。
二
十
四
日
新
需
由
で
会
津
若

舩
着
、
日
新
館
見
学
後
五
色
沼
散
策
夜
は
星

空
観
察
。
二
十
五
H
、
鶴
ケ
岡
城
、
山
本
覚
馬
.

八
重
生
誕
地
、
飯
盛
山
を
訪
問
。
一
十
六
日
東
京

経
由
で
帰
京
。

高
校
修
学
旅
行

人
数
が
多
い
た
め
A
B
C
D
組
を
第
一
班
、
 
E

F
G
組
を
第
一
班
に
す
る
十
七
日
夜
関
西
国

際
空
港
発
。
第
班
の
コ
ー
ス
を
'
す
と
、
二
十

七
日
ア
リ
ゾ
ナ
「
ル
念
館
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館
を

見
学
。
二
十
八
日
午
前
中
ハ
ワ
イ
人
学
の
学
生
と

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ァ
ー
午
後
ホ
リ
ネ
シ
ア
文
化
セ

ン
タ
ー
を
見
学
十
九
日
ハ
ン
チ
ボ
ウ
ル
の
丘

と
ヌ
ア
ヌ
・
パ
リ
展
望
台
を
訪
問
、
乍
後
コ
.
オ

リ
ナ
ビ
ー
チ
で
水
泳
十
日
は
班
別
冑
主
研
修
、

夜
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ
。
三
十
一
日
ホ
ノ
ル
ル
空

港
発
、
帰
国
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
の
た
め
学
校

で
は
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
が
、
事
故
な
く

終
了
。
全
行
程
英
語
に
ょ
る
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た

が
、
帰
国
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
生
徒
の
理
解

m
は
ハ
 
0
0

大
阪
府
学
生
科
学
賞
審
査

月
六
日
圈

高
校
の
部
で
本
校
生
物
部
野
問
口
真
裕
君
ほ
か

九
人
に
ょ
る
「
ク
マ
ゼ
ミ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
研
究
」

が
大
阪
市
長
賞
を
受
賞
し
た
。
研
究
内
容
は
「
都

会
に
ク
マ
ゼ
ミ
が
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
一
万
八

下
佃
余
り
の
抜
け
殻
を
調
べ
て
細
か
く
分
析
ク

マ
ゼ
ミ
は
都
会
の
温
暖
化
や
熊
し
た
環
境
を
好

む
こ
と
を
確
か
め
た
」
こ
と
で
あ
っ
た
大
阪
府

代
表
と
し
て
中
央
審
査
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
か
決

定
し
た
。

一
月
十
三
日
圈

P
T
A
講
演
会

本
年
度
は
全
日
本
ラ
グ
ビ
ー
監
督
平
尾
誠
二
氏

を
誰
師
に
招
い
た
平
尾
氏
は
「
何
事
も
高
い
日

標
を
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
周
、
雨
に
行
動
す

る
こ
と
が
成
功
案
礎
で
あ
る
」
こ
と
を
中
学
以

来
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
と
し
て
の
体
験
を
通
し
て
分

か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
た
当
日
は
父
母
や
生
徒

の
み
な
ら
ず
、
学
校
周
辺
の
方
々
も
多
数
参
加
さ

れ
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
た
。

女
子
中
高

修
養
会

一
鄭

・
高
校
修
養
会
九
H
五
日
(
士
)
・
六
日
(
R
)

兵
庫
県
三
田
市
に
あ
る
、
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ

ン
プ
場
に
於
い
て
行
わ
れ
た
テ
ー
マ
は
心
の

中
の
宝
邑
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
「
夢
の
中
L
と
し
、

ヒ
賀
茂
伝
道
所
牧
師
で
ミ
ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ

る
、
兼
松
豊
先
生
を
誌
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
そ

の
発
題
を
兀
に
、
白
分
を
見
つ
め
、
仲
朋
と
向
き

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
諦
り
合
っ
た
。

中
学
修
養
会

.

九
月
十
二
U
 
(
士
)
・
十
三
日
(
日
)

兵
座
県
田
市
に
あ
る
、
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ

ン
プ
場
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
出
会

て
何
?
素
敵
な
も
の
っ
・
!
」
。
誠
師
に
は
、

日
本
基
督
教
団
京
都
教
区
巡
回
牧
師
の
榎
本
て
る

子
先
牛
を
お
迎
え
し
た
そ
れ
ぞ
れ
が
経
験
し
た

「
出
会
い
」
を
持
ち
寄
り
、
新
し
い
出
会
い
を
こ
こ

で
も
経
験
し
、
今
ま
で
、
丸
が
つ
か
な
か
っ
た
宝
物

を
見
い
だ
し
た
。

九
月
ニ
ト
九
日
(
火
)

体
育
祭

汽
初
の
f
定
轟
天
候
に
ょ
り
一
日
延
期
に
な

り
、
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
暑
く

も
な
く
、
快
適
な
状
態
の
中
、
白
熱
し
た
思
い
で
、

覇
を
競
い
合
っ
た
。

文
化
祭
十
月
一
日
(
木
)
 
S
三
日
(
士
)

N
 
o
 
u
 
v
 
e
 
1
1
 
e
 
v
 
a
 
g
 
u
 
e
 
を
一
ブ
ー

ト
一
月
一
日
側

^

七
日
(火)
.

し〕

つ



マ
と
し
て
、
学
園
最
大
の
行
事
で
あ
る
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
熱
唱
し
、
中

学
一
年
生
は
「
士
鈴
」
を
制
作
し
て
、
通
路
に
飾

り
、
中
学
二
.
三
年
生
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
展
尓
コ

ン
ク
ー
ル
、
一
局
校
生
は
「
貼
り
絵
L
 
の
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
、
そ
の
他
、
ク
ラ
プ
の
発
表
、
有
志
に
よ

る
展
ボ
、
演
奏
等
、
様
々
な
分
野
で
活
発
に
活
動

し
た中
学
写
生
会

十
月
ニ
ト
目
(
金
)

天
候
か
危
ぶ
ま
れ
た
た
め
、
当
初
植
物
園
で
実

施
す
る
f
定
を
変
更
し
、
学
校
に
て
、
「
靴
L
を
テ

ー
マ
に
揣
い
た

秋
季
遠
足

ト
月
卜
七
日
(
火
)

春
季
速
足
が
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
、
歩
く
こ

と
を
主
眼
に
し
て
い
る

収
穫
感
謝
礼
拝

一
打
十
 
H
 
(
金
)
 
S
卜
四
日
(
士
)

日
は
、
ハ
ン
ト
ベ
ル
と
聖
歌
隊
の
合
唱
に

、ノ

よ
る
贊
美
礼
拝
を
持
ち
、
翌
十
四
H
午
後
か
ら
は
、

持
ち
よ
っ
た
収
穫
物
と
募
金
を
持
っ
て
艇
を
訪

問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
瑜
所
で
交
流
を
持
っ
た
。

ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
ト
ニ
月
十
七
日
(
木
)

午
前
の
部
は
、
牛
徒
・
教
職
員
が
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
と
し
て
守
り
、
午
後
の
部
は
、
水
上
隣
保
館

の
人
々
を
お
招
き
し
、
般
の
人
と
と
も
に
守
っ
た

国
際
中
高

始
業
式

七
月
入
学
生
十
六
人
(
中
学
十
三
人
、
一
寝

二
十
三
人
)
が
加
わ
っ
て
、
二
学
期
の
始
業
式
を

行
っ
た
。学
体
育
祭

九
月
ニ
ト
 
H
咽

前
臼
の
雨
で
開
催
が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
伽
の
た
め
一
噛
開
遅
れ
た
も
の
の
最
後

ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
金
赤
が
白
と

黒
に
分
か
れ
て
種
目
を
競
い
合
っ
た
。
牛
徒
会
役

員
や
、
体
育
委
員
が
人
活
躍
で
、
て
き
ば
き
と
指

一
小
を
与
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
当
日

は
祝
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
多
く
の
保
護
喜
ノ

観
も
あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

'
局
^
^
^
^
小
は
^
"
^
と
^
^
^
T
^
^
た
め
に
中

ル
に
な
っ
た
。

文
化
祭
九
月
十
五
日
圈
S
二
十
七
H
⑪

中
高
と
も
、
一
、
年
生
は
ク
ラ
ス
展
尓
、
三

年
牛
は
碕
発
表
と
い
う
例
年
通
り
の
形
で
の
文

化
祭
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
催
し
物
も
い
く
つ
か
あ

打
十
.
 
U
圈
・
十
四
H
網

本
校
創
、
.
以
来
の
h
凶
生
徒
教
育
を
総
括
し
、

今
後
の
教
介
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
同

的
と
し
て
教
育
研
究
窕
太
会
を
開
催
し
た

テ
ー
マ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
教
ガ
を
ぢ
ぇ
る
」

O
o
m
工
一
m
l
》

刃
卜
火

↓
工
m
 
r
》
↓
m
m
↓

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
好
評
で
あ
っ
た
。

体
験
学
習

十
月
八
日
困
S
九
日
圈

中
学
三
年
生
九
ト
ニ
人
が
富
山
県
氷
見
.
島
尾

海
岸
に
て
地
曳
網
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
木

験
大
敷
網
、
魚
砥
を
見
学
し
た
。

社
会
科
見
学

十
打
二
十
二
日
困

中
学
滋
賀
県
目
欝
ブ
ル
ー
メ
の
丘

局
京
都
市

東
山
歴
史
散
策

向
^
・
^
旧
小
^
日
^
^
^
イ
ク
リ
ン
グ

局
神
P
市

神
戸
散
策

同
和
教
育
十
村
ニ
ト
六
日
⑪
S
三
十
一
日
固

今
年
は
被
差
別
部
落
の
問
題
に
つ
い
て
学
習
。

毎
W
の
礼
拝
を
使
っ
て
の
学
習
に
加
え
て
ニ
ト
九

U
は
ヰ
高
そ
れ
ぞ
れ
峽
画
を
鑑
賞
し
、
籍
冬
語

り
介
っ
た
。

中
学
「
友
子
よ
、
晴
れ
な
い
霧
は
な
い
」

寝
「
人
問
の
街
L

学
ク
ラ
ス
懇
談
会

一
月
十
口
御

授
業
参
観
お
よ
び
担
任
と
の
ク
ラ
ス
懇
談
。

教
育
研
究
発
表
会
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加
国
生
徒
教
育
の
現
場
か
ら
の
提
口

【
第
日
目
】

■
念
講
演
父
性
原
理
・
母
性
原
理
」

.

国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
河
合
隼
雄
氏

校
長
坂
田
直
三

基
調
報
告

.

本
校
教
員

分
科
会

.【
第
 
U
目
】

研
究
授
業

.

両
日
と
も
全
国
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
の
交
換
が
見
ら
れ
た

耕
す

広
澤
和
人
(
神
戸
女
学
院
中
鼎
長
)

放
課
後
、
果
物
を
も
っ
て
、
生
徒
会
役
員
.
ホ

ザ
ナ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
員
が
白
川
学
園
を
訪
問
.

、ノ

交
流
し
た

十
一
月
二
十
一
日
幽

創
立
記
念
礼
拝

奨
励
・
八
田
英
(
同
、
鞍
大
学
学
長
)

「
学
生
時
代
に
知
る
べ
き
三
っ
の
も
の
」

於
大
学
明
徳
館
飢
番
教
室

十
二
月
十
日
咽

能
・
狂
言
鑑
賞

年
生
(
全
員
参
加
)

国
需
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施於
河
村
能
饗
皇

十
二
月
十
九
日
①

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

奨
励
・
後
藤
正
敏
(
平
安
教
会
牧
師
)

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
も
の
」

於
大
学
明
徳
館
れ
番
教
宰

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

十
二
月
二
十
三
日
咽
S
二
十
七
日
⑪

年
生
(
自
由
参
加
)

四
泊
五
日
で
、
長
野
県
志
賀
高
原
一
の
瀬
ス
キ

中
学
校

員
に
1
D
が
貸
与
さ
れ
、
十
一
月
卜
日
よ
り
図
書

室
等
で
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
個
人
貸
出
(
十
厶
こ

が
始
ま
っ
た
。

全
校
ハ
レ
ー
下
ル
大
会
十
月
二
十
九
日
困

於
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

木
教
人
権
週
閻
十
一
月
二
日
⑪
S
し
日
仕

ネ
ギ
を
植
え
た
人
」

藤
原
史
朗
(
市
立
尼
崎
高
校
教
諭
)

音
・
音
楽
・
讃
美
L

森
道
興
(
日
本
艸
語
学
校
音
楽
教
師
)

偉
く
な
い
け
ど
、
選
ん
で
下
さ
る
」

井
関
恭
犬
(
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院

チ
ャ
プ
レ
ン
)

十
一
月
七
日
仕

体
育
祭

九
月
十
日
が
台
風
で
休
校
と
な
り
延
期

於
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

学
園
祭
九
月
二
十
八
日
⑪
S
十
月
一
日
困

於
本
校
お
よ
び
大
学
会
館

各
学
年
行
事
、
牛
徒
会
行
事
、
ク
ラ
ブ
展
覧
会

お
よ
び
青
森
県
の
風
閻
浦
中
学
校
と
の
交
流
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

十
月
か
ら
L
A
N
が
稼
動
し
、
十
月
二
十
四
日

か
ら
四
週
問
に
わ
た
り
全
学
年
英
請
の
授
業
二
時

問
を
利
用
し
、
ハ
ソ
コ
瓢
習
会
を
実
施
全

人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
」

読
書
週
問
十
一
月
九
日
⑪
S
卜
四
日
幽

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問十
一
月
十
四
日
出

人
権
行
事

0
-
・
二
年
生
全
員

映
画
鑑
賞

「
地
球
一
父
響
曲
ガ
イ
ヤ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
三
番
」

三
年
生
〔
五
コ
ー
ス
(
前
の
映
画
鑑
賞
含
き

か
ら
選
択
〕

見
学「
琵
琶
湖
博
物
館
L

「
立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
.
陪
審
法

廷
Lリ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
(
大
阪
人
稀
物
館
)

見
学
と
散
策

ト

_1_'

ノ、

佐)
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1
場
へ
一
H
人
参
加

幼
稚
園

一
九
九
九
年
度
、
新
入
園
児
の
募
集
開
始

九
月
一
日
関

例
年
九
月
臼
か
ら
入
園
案
内
、
"
粲
要
項
を

配
布
し
、
次
年
度
入
園
園
児
の
募
集
を
始
め
る
。

二
学
期
開
始

九
月
内
日
圈

学
期
最
初
の
日
は
始
業
の
礼
拝
を
h
つ
て
い

る

九
月
お
誕
生
日
会

お
誕
生
H
の
Π
は
午
前
中
に
教
員
た
ち
が
園
児

に
寸
劇
、
音
楽
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
、

そ
の
月
に
誕
生
H
を
迎
え
た
園
児
と
母
親
、
教
H

が
昼
食
を
共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
口
ー
ソ
ク
を
つ
け

て
お
祝
い
を
す
る

一
九
九
九
年
度
入
園
希
望
者
の
親
子
面
接

ト
月
一
Π
困
、
二
H
圈

一
年
保
育
四
十
四
人
年
保
育
九
人
の
入
園

を
決
め
た
。

十
月
お
誕
生
日
会

十
打
二
十
八
日
咽

運
動
会

ト
月
二
十
九
日
術

例
年
と
同
じ
よ
う
に
女
子
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
ダ
ン
ス
、
歌
な
ど
を
含
む
約
二
十
種
目
の
競
技

を
行
っ
た
。

芋
掘
り
遠
足

H
四
日
咽

山
科
勧
修
寺
力
向
へ

園
外
保
育

月
ト
ニ
日
困

弁
汽
を
持
っ
て
紅
葉
の
御
所
へ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

親
子
親
睦
会

、
月
卜
六
日
⑪

充
京
区
野
の
ス
タ
ー
レ
ー
ン
で
ボ
ー
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
ホ
リ
デ
ー
・
イ
ン
で
食
事
を

し
な
が
ら
手
品
と
風
船
作
り
を
観
賞
し
た
。

一
月
お
誕
生
日
会
十
一
月
十
八
H
咽

収
穫
感
謝
礼
拝

一
月
二
十
一
日
出

例
年
十
一
同
第
士
燿
U
に
は
園
児
た
ち
葬

菜
や
果
物
を
持
参
し
、
太
陽
の
光
、
十
、
雨
な
ど

イ

で
私
た
ち
の
食
べ
物
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
、

咸
一

謝
の
礼
拝
を
行
う

年
長
組
、
校
祖
墓
参
十
村
ニ
ト
ハ
日
①

例
午
同
志
社
の
創
立
四
省
の
前
後
砦
王
了

の
新
L
襄
の
墓
前
で
保
護
者
と
絲
に
礼
拝
を
h

う
保
護
者
に
は
新
島
裂
の
簡
単
な
伝
'
と
同
志

礼
か
創
ら
れ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
話
を
し
て
い

る
0

シ
チ
ユ
ー
の
日

1
 
月
日
火

収
穫
感
謝
祭
の
Π
に
持
ち
寄
っ
た
野
菜
を
使
っ

て
園
児
た
ち
も
手
伝
っ
て
シ
チ
ュ
ー
を
作
り
味
わ

↓
工
川
r
》
↓
m
m
↓

刃
ト
ハ
Π
囲

打
九
U
山

打
ト
ロ
咽

二
学
期
終
業
式

三
学
期
始
業
礼
拝

一
月
お
誕
生
日
会

九
月
十
一
日
倒

つ
大ク
リ
ス
マ
ス
会
食

ト
ニ
月
八
日
働

二
月
お
誕
生
日
会

十
二
打
九
H
咽

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
、
祝
会
卜
月
卜
七
Π
困

保
護
者
出
席
の
も
の
て
、
礼
拝
の
後
全
園
兜
で

イ
エ
ス
の
誕
生
を
祝
う
へ
ー
シ
エ
ン
ト
を
h
つ

ナ

O
o
m
工
一
m
l
》
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